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　著者トクヴィルは、フランス革命によって

没落した貴族の末裔である。1831年に内務大

臣からアメリカにおける行刑制度視察の命を

受け、9ヶ月にわたり当時の全米 24州を精力

的に見て回り、帰国後さらにイギリス視察を

行った後に本書を執筆した。

　当時のアメリカは、イギリスからの独立を

勝ち取り、合衆国憲法を制定してから 40余

年後。南北戦争という内戦を経験することと

なったとはいえ、独立革命後、いわば ｢更地」

に人工的に自由と平等の民主国家を建設しつ

つあった。

　他方、著者の母国フランスは、革命によっ

ていったん王政が打倒されはしたものの、「暴

走」からナポレオン帝政へ、さらに正統王朝派

　現代日本の変化はすさまじい様相を呈して

いる。格差のみならず、政治や組織のいたる

ところに見られる無責任体制は社会構造を蝕

む状況にある。自己中と言われて久しいが、

自己中心の傾向が、政治・経済・社会いたる

ところに見られる状況を看過できない。日本

はどこに進もうとしているのであろうか。グ

ローバル化、競争原理の導入による弊害は日

本の良さを失わせている。

　それは、戦後の急速な高度経済成長とバブ

ルの経験に起因するものである。日本の発展

は、欧米の後追いであり、なかんずくアメリ

カのコピーである。高度成長期は人類の歴史

的偉業であり、経済的な平等社会を短期的に

できた。得るものは大きかった。

　ところで、本著の題名となっている「人間

の分際」とは、神父岩下壮一が後年よく口に

した言葉であったという。「分際を知れ」とか、

「分際をわきまえているか？」といった言い

方をしたという。これは、現代の若い人たち

にとっては、死語のようなものであろうか。

日本語独特のニュアンスを持つ語であり、“単

に身分を言いあらわすだけでなく、そこには

蔑視、あるいは卑下の意識や感情が込められ

ている”と著者小坂井澄は解説する。ある篤

信の老人の回想を紹介して、本稿を終えるこ

ととする。“分際ということを、非常に重ん

じておられましたね。ですから、わたしのよ

うな下の者が、ちょっとでも差し出がましい

ことを言うと、むっとされた。ふだんは冗談

話で人を笑わせて、親しみやすい方でしたが、

そういうときは、ひやりとするような鋭さを

感じたものです。”

による復古王政を経て、1830年の七月革命で

より自由主義的な七月王政を迎えるという、

歴史の重みゆえの変転を経験していた。

　トクヴィルは、平等主義の悪弊として同質

化が進行し、多様性が失われ、「多数者の専制」

をもたらす危険性を指摘し、宗教がアメリカ

という民主国家の「道徳的紐帯」となってい

ると観察し、「民主的な諸国において、個人

の独立の範囲が貴族制の国々と同じように大

きいと期待してはならない」と警告し、「ア

メリカにアメリカ以上のものを見た」。

　アメリカ民主政の実態と民主政の本質とに

ついてのフランス貴族による省察たるこの古

典。200年近くを経た今、日本の若い学生諸

君がこれを読むことは、時空間を超える知的

遊戯の類に属するかもしれない。かつて私が

学生だった頃は、井伊玄太郎による迷訳（現

在は『アメリカの民主政治』講談社現代文庫）

以外には、今回の岩波版と同じ松本氏と岩永

健吉郎との共訳（抄訳）しかなかったが、よ

うやくまともな全訳が出たこととなる。

（岩波文庫、全 2 巻 4 分冊）
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